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ロ
ボ
ッ
ト
学
科
江
藤
貴
仁
さ
ん
奥
田
翼
さ
ん

右
変
形
性
股
関
節
症
に
対
し
て
人
工
股
関
節
全
置
換
術
を
施
行
し
た
症
例
～
自
覚
的
脚
長
差
に
着
目
し
て
～

　
臨
床
実
習
に
お
い
て
、
右
変

形
性
股
関
節
症
に
対
し
人
工
股

関
節
全
置
換
術

Ｔ
Ｈ
Ａ

施

行
後
、
機
能
的
脚
長
差
以
上
の

感
覚
差
を
訴
え
る
患
者
を
担

当
。
自
覚
的
脚
長
差
に
着
目
し

治
療
を
行
っ
た
結
果
、
患
者
の

感
覚
的
か
い
離
に
改
善
が
見
ら

れ
た
。

　
症
例
患
者
は

歳
代
の
女

性
。
Ｔ
Ｈ
Ａ
術
後
、
右
股
関
節

中
心
が
引
き
下
げ
ら
れ
機
能
的

脚
長
差

を
生
じ
た
。
さ

ら
に
股
関
節
軟
部
組
織
の
伸

長
、
関
節
の
屈
曲
や
外
転
拘

縮
、
骨
盤
傾
斜
な
ど
を
要
因
に

―

の
脚
長
差
を
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
治
療
は

健
康
な
足
側
に

の
足
底

板
を
挿
入
し
右
股
関
節
屈
筋
や

外
転
筋
群
ス
ト
レ
ッ
チ
、
右
股

関
節
伸
展
可
動
域
訓
練
、
筋
力

増
強
訓
練
な
ど
を
実
施
し
た
。

術
後

日
目
に
は
自
覚
的
脚
長

差
が

に
縮
小
し
感
覚
か

い
離
が
解
消
さ
れ
た
。

　
先
行
研
究
に
お
い
て
も
人
工

股
関
節
全
置
換
術
後
の
自
覚
的

脚
長
差
は
理
学
療
法
実
施
で
経

過
的
に
改
善
す
る
と
報
告
さ
れ

て
い
る
。
人
工
股
関
節
全
置
換

術
後
の
自
覚
的
脚
長
差
の
増
大

要
因
を
早
期
よ
り
詳
細
に
分
析

し
治
療
す
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。

施
設
入
居
高
齢
者
に
対
す
る
タ
ク
テ
ィ
ー
ル
ケ
ア
実
施
の
効
果
と
考
察

　
高
齢
者
福
祉
施
設
の
利
用
者

に
対
し
、
柔
ら
か
く
包
み
込
む

よ
う
に
触
れ
る
「
タ
ク
テ
ィ
ー

ル
ケ
ア
」
を
実
践
す
る
こ
と
で

「
人
生
・
生
活
の
質
」

Ｑ
Ｏ

Ｌ

向
上
お
よ
び
血
圧
を
低
位

安
定
さ
せ
る
効
果
の
有
無
を
考

察
し
た
。

　
対
象
者
は
実
習
先
施
設
に
入

居
す
る
女
性
８
人
。
意
思
疎
通

が
可
能
な
高
齢
者
を
選
定
し

た
。
期
間
は

日
間

回

、
指
定
時
刻
に
ケ
ア
を

分
間
施
行
し
、
実
施
前
後
の
表

情
ス
ケ
ー
ル
評
価
と
血
圧
の
測

定
を
行
っ
た
。
表
情
ス
ケ
ー
ル

は
良
い
変
化
を
得
た
人
が
８
人

中
５
人
。
変
化
が
な
か
っ
た
人

が
３
人
で
悪
化
し
た
例
は
な
か

っ
た
。
血
圧
も
総
じ
て
良
好
な

効
果
が
認
め
ら
れ
た
。

　
結
果
、
タ
ク
テ
ィ
ー
ル
ケ
ア

は
高
齢
者
の
多
く
に
対
し
表
情

を
明
る
く
さ
せ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

環
境
か
ら
血
圧
を
下
げ
る

効
果
が
確
認
で
き
た
。
さ

ら
に
施
術
側
が
ケ
ア
を
提

供
し
な
が
ら
、
自
ら
も
癒

や
さ
れ
る
場
面
を
経
験
。

「
人
が
触
れ
合
う
こ
と
で

幸
せ
を
感
じ
る
」
こ
と
に

介
護
福
祉
の
原
点
が
あ
る

こ
と
を
確
信
し
た
。
良
い

結
果
を
得
ら
れ
る
ケ
ア
を

継
続
的
に
実
践
し
て
い
く

こ
と
が
今
後
の
重
要
な
課

題
と
考
え
て
い
る
。

工
場
ラ
イ
ン
に
お
け
る
自
動
化
に
向
け
た
双
腕
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の
検
証

電
子
カ
ル
テ
の
能
力
向
上
に
つ
い
て
～
医
師
事
務
作
業
補
助
者
と
代
行
入
力
～

　
医
師
の
負
担
軽
減
に
寄
与
す

る
医
師
事
務
作
業
補
助
者
の
電

子
カ
ル
テ
代
行
入
力
に
焦
点
を

あ
て
、
そ
の
能
力
向
上
策
を
考

察
し
た
。
独
自
に
作
成
し
た
教

材
を
用
い
て
、
そ
の
効
果
を
検

証
し
た
。

　
発
表
者
は
ま
ず
、
電
子
カ
ル

テ
入
力
に
必
要
な
内
容
を
討

議
。
医
学
知
識
、
医
療
用
語

漢
字
能
力

、
聞
き
取
り
入

力
の
能
力
が
重
要
と
の
結
論

仮
説

に
基
づ
き
、
学
科
の

学
生
の
協
力
を
得
て
テ
ス
ト
を

実
施
し
た
。

　
音
声
の
み
で
電
子
カ
ル
テ
の

入
力
問
題

聞
き
取
り

に
あ

た
る
グ
ル
ー
プ

方
法

と
、
医
学
関
連
の
学
習
プ
リ
ン

ト
も
事
前
に
渡
し
て
入
力
す
る

グ
ル
ー
プ

方
法

に
分
け

て
比
較
し
た
。

　
週
１
回
、
計
４
回
テ
ス
ト
を

行
い
、
最
初
の
問
題
を
４
回
目

に
も
う
一
度
実
施
。

双
方
の
グ
ル
ー
プ
の

最
初
と
４
回
目
の
点

数

平
均
点

の
伸

び
を
比
較
し
た
。
そ

の
結
果
、
４
点
増
え

た
方
法

に
対
し
、

方
法

は

点
と
方

法

を
大
き
く
上
ま

わ
り
、
電
子
カ
ル
テ

代
行
入
力
の
能
力
向

上
に
、
医
学
知
識
や

医
療
用
語
、
聞
き
取

り
入
力
の
必
要
性
を

実
証
し
た
。

　
企
業
か
ら
与
え
ら
れ
た
課
題

の
解
決
を
図
り
、
金
属
容
器
製

造
ラ
イ
ン
へ
の
「
双
腕
ロ
ボ
ッ

ト
」
導
入
に
よ
る
「
生
産
速
度

お
よ
び
効
率
ア
ッ
プ
」
と
「
作

業
者
の
負
担
軽
減
」
を
目
指
す

検
証
だ
。

　
検
証
は
缶
へ
の
テ
ー
パ
ー
加

工
工
程
で
実
施
。
人
の
手
に
よ

る
、
テ
ー
パ
ー
加
工
機
へ
の
缶

の
脱
着
作
業
を
双
腕
ロ
ボ
ッ
ト

に
置
き
換
え
た
。
ま
ず
試
作
用

ラ
イ
ン
を
設
計
・
製
作
。
人
の

作
業
よ
り
速
い
モ
ー
シ
ョ
ン
を

作
成
し
た
。
缶
を
う
ま
く
つ
か

む
た
め
ハ
ン
ド
の
設
計
や
改

良
、
セ
ン
サ
ー
の
組
み
込
み
を

実
施
。
エ
ラ
ー
の
発
生
を
知
ら

せ
る
非
常
灯
も
設
置
し
た
。
結

果
は
、
人
が
１
個
あ
た
り
約
３

・
５
秒
か
か
る
缶
の
脱
着
作
業

を
機
械
化
に
よ
り
約
２
・
８
秒

に
短
縮
。
缶
を
つ
か
む
際
の
エ

ラ
ー
が
な
く
、
エ
ラ
ー
発
生
時

の
非
常
灯
点
灯
も
確
認
で
き

た
。

　
今
後
は
周
囲
へ
の
安
全
柵
設

置
や
、
操
作
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
な
ど
ロ
ボ

ッ
ト
の
安
全
に
対
す

る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
も
必
要
だ
。
労

働
人
口
の
減
少
が
危

惧
さ
れ
る
中
、
双
腕

ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す

る
こ
と
で
、
作
業
者

が
こ
れ
ま
で
の
単
純

作
業
か
ら
、
検
査
工

程
な
ど
高
度
な
作
業

に
シ
フ
ト
で
き
る
と

考
え
る
。

浮
舟
邦
彦
氏
滋
慶
学
園
グ
ル
ー
プ
総
長

人
間
力
育
成
が
肝
心

ＴＯＰＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

各
校
の
卒
業
・
課
題
研
究
発
表
か
ら
（
日
刊
工
業
新
聞
社
賞
受
賞
者
＆
研
究
概
要
）

総
勢
１
４
６
４
人
巣
立
つ
大
阪
滋
慶
学
園
５
校
で
卒
業
式

５月に就職フェア学外からの参加も可能大阪滋慶学園が大阪城ホールで

西岡さんら優秀賞受賞第１６回ＣＶＧ大阪で大阪医療技術学園専門学校のグループ

い
ま
求
め
ら
れ
る
教
育
は
？

◆
プ
ロ
フ
ィ
ル
◆

　
開
校
以
来
、
「
職
業
人
教
育
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
理
念
の
も
と
に
「
実
学
教
育
」
を
実
践

し
、
現
場
で
即
戦
力
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
を
社
会
に
送
り
出
し
て
き
た
大
阪
滋
慶
学
園
。
こ
の
４
月
に
は
鳥

取
市
に
医
療
看
護
専
門
学
校
を
開
校
し
、
多
様
化
す
る
医
療
、
看
護
の
現
場
で
活
躍
で
き
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の

育
成
を
よ
り
強
化
す
る
。
そ
の
一
方
で
「
医
療
安
全
」
の
教
育
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。
そ
こ
で
グ
ル
ー
プ
を
統

括
す
る
浮
舟
邦
彦
総
長
に
、
医
療
・
福
祉
の
現
状
や
、
求
め
ら
れ
る
教
育
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。

聞
き
手
は

取
締
役
大
阪
支
社
長
・
曽
根
洋
一

　
う
き
ふ
ね
・
く
に
ひ
こ
　

年

昭

関
西
学
院
大

法
卒
。

年
滋
慶
学
園
理
事

長
、

年
大
阪
滋
慶
学
園
理

事
長
。

年
米
フ
ロ
リ
ダ
州

立
ウ
エ
ス
ト
フ
ロ
リ
ダ
大
、

年
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
カ
レ
ッ

ジ
シ
カ
ゴ
、

年
韓
国
啓
明

大
そ
れ
ぞ
れ
よ
り
教
育
名
誉

博
士
号
授
与
。
大
阪
府
出

身
、

歳
。

　
―
大
阪
滋
慶
学
園
の
卒
業

生
は
知
識
や
技
術
だ
け
で
な

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
高
い
人
材
が
多
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
医
療
・
福
祉
の
国
家
試

験
に
合
格
で
き
る
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
る
と
同
時
に
、
人

間
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
協
調
性
や
主
体
性
を
持

っ
て
仕
事
に
取
り
組
む
姿
勢

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大

切
。
医
療
・
介
護
現
場
に
は

不
可
欠
な
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
と
問
題
解
決
能

力
を
持
っ
た
人
材
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
」

　
―
４
月
に
鳥
取
市
医
療
看

護
専
門
学
校
が
開
校
し
ま

す
。
地
域
医
療
で
の
人
材
確

保
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
「
医
療
・
福
祉
は
地
域
包

括
型
の
産
業
だ
が
、
人
材
が

都
会
に
流
出
し
て
い
る
。
地

方
の
医
療
福
祉
現
場
は
人
材

難
に
窮
し
て
い
る
。
人
材
を

地
域
で
育
成
し
地
域
で
活
躍

し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
。

地
元
の
大
学
や
医
療
機
関
と

連
携
し
実
現
し
て
い
き
た

い
」

　
―
看
護
学
科
の
定
員
増
加

や
鳥
取
の
開
校
で
、
養
成
さ

れ
る
看
護
師
の
数
が
増
加
し

ま
す
。
狙
い
は
。

　
「
少
子
高
齢
化
で
看
護
師

は
不
足
傾
向
に
あ
る
。
医
療

・
福
祉
の
ジ
ャ
ン
ル
は
多
様

化
し
、
訪
問
看
護
・
介
護
・

リ
ハ
ビ
リ
な
ど
在
宅
医
療
も

重
要
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ど

の
ジ
ャ
ン
ル
に
も
看
護
師
は

欠
か
せ
な
い
。
多
様
化
す
る

看
護
師
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
」
　

　
―
医
療
や
介
護
に
携
わ
る

人
材
に
は
、
ど
の
よ
う
な
ス

キ
ル
が
必
要
で
す
か
。

　
「
最
も
大
切
な
の
は
サ
ー

ビ
ス
マ
イ
ン
ド
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
。
患
者

さ
ん
の
容
体
を
把
握
す
る
こ

と
が
重
要
。
そ
の
上
で
多
様

な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
。
看
護
師
の
領
域
は
広
く

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
も
必
要

だ
」

　
―
滋
慶
医
療
科
学
大
学
院

大
学
に
医
療
安
全
実
践
教
育

研
究
会
を
立
ち
上
げ
た
の

は
。

　
「
医
療
・
福
祉
の
現
場
で

は
安
全
・
安
心
が
な
に
よ
り

重
要
。
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
経

営
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
。

医
療
の
安
心
・
安
全
の
基
盤

は
、
シ
ス
テ
ム
や
技
術
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
人
間
力
が
大

切
で
は
な
い
か
。
各
人
が
安

心
・
安
全
意
識
を
持
つ
こ
と

の
重
要
性
と
医
療
の
安
全
を

研
究
す
る
研
究
者
や
実
践
者

を
育
成
す
る
こ
と
の
大
切
さ

か
ら
立
ち
上
げ
た
」

　
―
留
学
生
受
け
入
れ
や
、

東
南
ア
ジ
ア
で
の
提
携
校
づ

く
り
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開

も
積
極
的
で
す
。

　
「
ア
ジ
ア
が
経
済
力
を
つ

け
人
口
も
増
加
し
て
い
る
。

今
は
人
口
が
増
加
傾
向
に
あ

る
が
、
日
本
の
よ
う
に
、
将

来
必
ず
少
子
高
齢
化
問
題
に

直
面
す
る
。
各
国
で
活
躍
で

き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育

成
を
目
指
す
。
職
業
人
教
育

を
通
し
て
社
会
に
貢
献
し
て

い
く
と
い
う
理
念
を
、
ア
ジ

ア
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
」

昨年５月に開いた大阪滋慶学園主催
の就職フェア会場（大阪城ホール）

グローカル生涯教育で地方創生

大阪医療福祉専門学校大阪保健福祉専門学校大阪ハイテクノロジー専門学校大阪医療技術学園専門学校

　
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー

グ
ラ
ン
プ
リ
大
阪
実
行
委
員

会
は
１
月

日
、
「
第

回

キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
グ

ラ
ン
プ
リ

Ｃ
Ｖ

Ｇ

大
阪
」

北

お
お
さ
か
信
用
金

庫
、
日
刊
工
業
新

聞
社
共
催

の
表

彰
式
を
大
阪
市
内

で
開
い
た
。

校

１
１
９
件
の
応
募

の
中
か
ら

件
を

表
彰
し
た
。

　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

部
門
優
秀
賞
に

は
、
大
阪
医
療
技

術
学
園
専
門
学
校

の
西
岡
利
子
さ
ん

ら
の
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
研
究
「
低
出

力
半
導
体
レ
ー
ザ

ー
鍼
灸
針
シ
ス

し
ん
き
ゅ
う

テ
ム
の
開
発
お
よ
び
鍼
灸
臨

床
の
実
用
性
」
が
選
ば
れ

た
。
代
表
と
し
て
、
西
岡
さ

ん
が
壇
上
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。

　
西
岡
さ
ん
ら
の

研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
低
出
力
半
導

体
レ
ー
ザ
ー
を
駆

使
し
た
新
た
な

刺
鍼
に
よ
る
侵
害

し
し
ん

刺
激
の
方
法
を
開

発
。
低
出
力
レ
ー

ザ
ー
を
通
過
照
射

さ
せ
、
直
接
深
部

筋
肉
の
緊
張
を
治

療
す
る
。
筋
肉
の

緊
張
緩
和
に
確
実

・
実
証
性
の
あ
る

鍼
灸
治
療
技
術
の

実
現
に
有
効
な
手

段
と
み
ら
れ
て
い

る
。

　
鍼
灸
医
療
分
野
の
Ｅ
Ｂ
Ｍ

根
拠
に
基
づ
く
医
療

を

実
証
す
る
治
療
体
系
が
不
明

確
と
さ
れ
て
い
る
が
、
レ
ー

ザ
ー
を
用
い
た
鍼
治
療
の
活

用
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

　
２
０
１
４
年
度
、
大
阪
滋

慶
学
園
は
１
４
６
４
人
の
医

療
福
祉
人
材
を
送
り
出
す
。

３
月

日
に
大
阪
医
療
技
術

学
園
専
門
学
校
、
大
阪
医
療

福
祉
専
門
学
校
、
大
阪
医
療

看
護
専
門
学
校
が
、

日
に

大
阪
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
専

門
学
校
、
大
阪
保
健
福
祉
専

門
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪

大

阪
市
中
央
区

で
卒
業
式
を

開
い
た
。
式
典
に
は
国
内
関

係
者
の
ほ
か
海
外
か
ら
も
来

賓
や
講
師
な
ど
約
２
８
０
人

が
招
か
れ
た
。
海
外
提
携
校

で
あ
る
米
ク
ロ
ー
バ
ー
パ
ー

ク
・
テ
ク
ニ
カ
ル
カ
レ
ッ
ジ

の
ジ
ョ
イ
ス
・
ラ
ブ
デ
イ
副

学
長
、
広
東
薬
学
院
の
巫
宏

星
副
書
記
ら
か
ら
門
出
を
祝

う
言
葉
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、

優
秀
な
成
果
を
上
げ
た
学
生

や
卒
業
研
究
発
表
の
表
彰
式

な
ど
も
行
わ
れ
た
。

　
滋
慶
学
園
グ
ル
ー
プ
の
浮

舟
総
長
は
「
こ
れ
か
ら
が
本

当
の
ス
タ
ー
ト
。
プ
ロ
は
仕

事
を
通
じ
て
成
長
す
る
。
学

び
続
け
る
こ
と
が
大
切
。
好

奇
心
を
持
ち
、
き
づ
き
を
見

つ
け
、
何
事
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
言

葉
を
贈
っ
た
。

　
来
年
に
は

年
に
開
校
し

た
出
雲
医
療
看
護
専
門
学
校

か
ら
１
期
生
が
巣
立
つ
。
今

後
も
時
代
の
要
請
に
応
じ
た

即
戦
力
人
材
の
教
育
を
推
進

す
る
。

　
大
阪
滋
慶
学
園
は
５
月

日
、
合
同
企
業
説
明
会
「
就

職
フ
ェ
ア
」
を
大
阪
城
ホ
ー

ル
で
開
く
。
３
０
０
を
超
え

る
医
療
関
連
機
関
や
企
業
が

参
加
す
る
見
込
み
。
大
阪
滋

慶
学
園
の
学
生
約
３
６
０
０

人
の
ほ
か
、
外
部
か
ら
の
参

加
者
へ
の
呼
び
か
け
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
近
畿
圏
の

学
校
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
中

心
に
広
報
し
、
昨
年
度
は
約

１
０
０
人
だ
っ
た
外
部
か
ら

の
参
加
人
数
の
増
加
を
目
指

す
。

　
今
回
の
就
職
フ
ェ
ア
で
は

説
明
会
な
ど
を
充
実
さ
せ
、

医
療
業
界
で
活
躍
す
る
た
め

の
実
用
的
な
知
識
を
求
め
る

学
生
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
。
就
職
活
動
に
お
け
る
マ

ナ
ー
や
面
接
ア
ド
バ
イ
ス
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
も
開
き
、

参
加
す
る
学
生
と
事
業
者
双

方
の
満
足
度
の
向
上
を
図

る
。

　
同
学
園
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
は
、
学
生
の
１
０
０
％

就
職
を
目
標
に
掲
げ
て
い

る
。
５
年
前
に
始
め
た
「
法

人
会
員
制
度
」
の
参
加
事
業

者
と
の
連
携
を
強
め
、
実
習

の
依
頼
や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
業
界
動
向
の
情
報
収
集
に

努
め
て
い

る
。
フ
ェ
ア

に
参
加
す
る

学
生
へ
の
事

前
指
導
に
も

力
を
入
れ
て

お
り
、
年
々

規
模
が
拡
大

し
て
い
く
フ

ェ
ア
を
学
園

全
体
で
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す

る
体
制
を
整

え
て
い
る
。

　　 ２０１５年 平成２７年 ３月３１日 火曜日 【特別企画】 （ ）


